



















1967年 4 月	 大阪大学法学部入学
1972年 3 月	 同卒業（法学士）
1972年 4 月	 大阪大学大学院法学研究科　博士前期課程入学
1974年 3 月	 同修了（法学修士）
1975年 4 月	 大阪大学大学院法学研究科　博士後期課程入学
1980年 3 月	 同単位取得退学
≪職歴≫
1980年 4 月	 下関市立大学経済学部講師
1982年 4 月	 同助教授
1989年 3 月	 同退職
1989年 4 月	 大阪大学教養部助教授
1994年 4 月	 大阪大学法学部助教授に配置換え
1994年 6 月	 大阪大学大学院国際公共政策研究科に配置換え
1998年 7 月	 同教授
2013年 3 月	 同退職
≪他機関での研究および教育≫
1984年10月～1985年 9 月	 	パリ第 4 大学（ソルボンヌ）大学院博士課程（フランス政府給費留学生、
D.	E.	A.	en	Philosophieを取得）
1991年 9 月～1992年 2 月	 東京大学法学部（文部省内地研究員）
1995年 3 月～1996年 1 月	 パリ政治学院（文部省在外研究員）
2007年 3 月～同年 4 月	 	 北京外国語大学日本学研究中心（国際交流基金による派遣）
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